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経
営
目
標

連 結 売 上 高 670億円

内、海外拠点 420億円
海外发厾：3ڲ％

連結営ਹஇ 106億円
匏இ厾：15.8%

内、海外拠点 62億円
匏இ厾：14.8%

15ফ২
（実）

16ফ২
（実）

18ফ২

ＲＯＥ 9.9％ 10.6％ 12％

連結
配当性向 13.6％ 14.9％ 20％

身の丈７割身の丈７割身の丈７割身の丈７割で生き残るで生き残るで生き残るで生き残る体質づくりの構えを維持（国内）体質づくりの構えを維持（国内）体質づくりの構えを維持（国内）体質づくりの構えを維持（国内）

地域／商品地域／商品地域／商品地域／商品／／／／顧客／事業顧客／事業顧客／事業顧客／事業のののの多角化の更なる推進多角化の更なる推進多角化の更なる推進多角化の更なる推進

北米／中国／アセアン北米／中国／アセアン北米／中国／アセアン北米／中国／アセアン３極のバランス良い収益構造構築３極のバランス良い収益構造構築３極のバランス良い収益構造構築３極のバランス良い収益構造構築

アジア／北米アジア／北米アジア／北米アジア／北米とととと医療事業医療事業医療事業医療事業で成長を、で成長を、で成長を、で成長を、成長成長成長成長事業事業事業事業 とととと単体単体単体単体で利益を創出するで利益を創出するで利益を創出するで利益を創出する
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■■■■
計
画
計
画
計
画
計
画
のののの
前
提
前
提
前
提
前
提

国国国国 内内内内
好調な輸出、消費回復と設備投資による内需拡大で緩やかな成長軌道。

国内自動車生産計画は1７～19年度で安定成長（900～1,000万台）。

海海海海 外外外外
日米欧は成熟路線、中国、インドなど新興国が全体をけん引。

不安材料としては、米国政策、欧州政情、中国経済政策、為替変動など。

自動車業界は、引き続き新興国がけん引するも、米国・中国の成長鈍化懸念あり。

数値条件数値条件数値条件数値条件
為替 1US$＝105円

客先原低及び社内合理化は過年度実績並みで推移。

材料市況変動は顧客転嫁 。

売上240億円体制
構築維持

海外支援
機能強化の
モデル工場確立

経営基盤拡充経営基盤拡充経営基盤拡充経営基盤拡充
CGコードに沿った
ガバナンス強化
地域統括機能

材料・部材グローバル
最適調達・
地産地消

北米・アセアン・
中国の成長と
収益確保

全拠点の
黒字化と

付加価値生産性
向上

グローバル
新商品の

開発と販売促進

医療機器事業医療機器事業医療機器事業医療機器事業
自販・OEMバランス改善による
売上50億円早期実現

国 内 海 外

■■■■重点方策重点方策重点方策重点方策
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勾৪॔ط७॔থطরবطପ ＝

①ਛশਅറ商品を海外OEM拡販につなげる
成শ勛റ商品 ： 成熟締結商品

（厄系・৫൷務構部品） （ファスナー・駆動系・ハーネス部品）

②将来商品群（環境対応部品、自動化運転、安全対応部品）の構築

海外OEM匇ऐ販匉发厾 １５％（１００億円）目標

ୢহ構成发厾 6％⇒１０％目標

３：７⇒４：６へ
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当社は、最大より最良を目指す「質重視」の経営方

針に基づいて収益力の向上、財務体質の強化を

図っており、株主の皆様に対する利益配分につきまし

ては、連結配当性向20%を中期目標とする中、安

定配当の継続をベースとしつつ、業績に裏付けられた

弾力的な利益還元を行うことを基本方針としており

ます。

また、事業展開の節目には記念配当を実施し、

1996年度以降は、年20円以上を安定的に配当し

てまいりました。


